
おうち型デイ連絡会

遠藤祐子

介護サービス事業所と利用者・家族を
デジタルでつなぐ事業

成果報告



ケアエールを使って介護サービス事業所
と利用者・家族をデジタルでつなぐ

ケアエール

•本人もしくは家族が「ルーム」
をつくる

•日々の出来事や体調、気持ちを
記録

•家族や親戚、友人、ケアに携わ
る専門職等と共有

電子連絡帳

•事業所が利用者の「ルーム」を
つくる

•デイサービス利用時の本人の体
調（バイタル値、食事量、入浴
の有無など）や活動している様
子をルーム」を記録

•本人、家族と共有



ルームとは：利用者ごとに作られた部屋

ルームに参加して
いるメンバー
（家族や専門職）

ご本人の基本情報、症状、体調記録項目、
サービス記録項目、機能訓練実施項目



ご本人の様子をリアルタイムで伝える

ご本人の活動の様子
をコメントを付けて
写真や動画で送る

ご家族から、コメ
ントやスタンプが
返ってくる



サービス提供記録が自動作成される



サービス提供加算一覧が自動作成される



モニタリングが簡単に作成できる



連絡帳に関する所要時間の変化

従来の連絡帳
所要時間
（分）

電子連絡帳 所要時間（分）

①連絡袋を預かり箱に入れる 3

②連絡袋から連絡帳を取り出す 5

③ご家族からの連絡に目を通す 2 ③ ご家族からの連絡に目を通す 2

④連絡票に日付、名前、バイタル値を記入する 15

⑤利用者ごとに活動の様子を記入する 20 ⑤ 利用者ごとに活動の様子を入力する 8

⑥食事量、入浴の有無を記入する 10 ⑥ 食事量、入浴の有無を入力する 1

⑦控えを取り除き、新しい連絡票を挟む 10

⑧連絡袋に連絡帳を戻す 10

⑨鞄に入れる 5

⑩連絡票の控えを個別ファイルに糊で貼付する 10

所要時間合計 90分 所要時間合計 11分

（所要時間計測対象者 A生活相談員：介護福祉士 勤続12年、利用者12名に対して実施）



電子連絡帳
の有用性

利用者25名に対して、表情、発語、活動への参加意欲について評価し、
電子連絡帳の有用性の高い2事例（尊厳の回復、行動・心理症状の消失）
を抽出し、学会で発表した

家族は、電子連絡帳を使うことで自分自身が幸せな気持ちになったり、
電子連絡帳の「ルーム」が自分自身の居場所になったりすることができ
れば、積極的に使ってくれる

より緊密な情報を共有できることで個別化した介護を実践しやすくなる

仕事の効率化が図られる

家族からのメッセージが職員のやりがいにつながる



事業の成果

介護不安→施設入所

家族（特に遠方にいる家族）からは、リアルタイ
ムに送られてくる本人の元気な様子に「安心し

た」という感想を多くもらった

在宅生活が延伸する可能性
があると考えられた

人手不足

家族の好反応が職員のモチベーションを

引き上げた

業務の効率化が図られた

間接業務に従事する職員を
介護現場に戻すことができた


